
就任のあいさつ
飯南町長 塚原 隆昭

花栗振興会が保健文化賞に輝く
健康で安心して住める
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こ
の
度
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
各
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
と

温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
、
初
当
選
の
栄
に
浴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
町
長
と
し
て
の
重
責
を
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

　

飯
南
町
に
な
っ
て
16
年
が
経
過
し
、
初
め
て
の
町

政
・
町
長
の
交
代
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
期
待

の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
新
し

い
時
代
を
切
り
拓
く
」
と
い
う
想
い
を
も
っ
て
課
題

解
決
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
生
命
地
域
宣
言
」
を
基
本
理
念
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
引
き
継
ぎ
、
第
２
次
総
合
振
興
計
画
後
期
計

画
・
総
合
戦
略
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
そ

の
上
で
「
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
」
「
伸
ば

し
て
い
く
も
の
」
「
新
し
く
取
り
組
む
も
の
」
「
見

直
し
縮
小
廃
止
す
る
も
の
」
を
整
理
し
ま
す
。

　

今
、
飯
南
町
の
人
口
は
４
千
７
百
人
余
で
す
。
新

し
い
時
代
に
向
け
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
必

要
な
の
は
「
人
」
で
す
。
そ
の
た
め
、
人
口
減
少
に

真
っ
向
か
ら
立
ち
向
か
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
飯
南

町
で
暮
ら
す
こ
と
を
幸
せ
に
思
え
る
よ
う
、
そ
し
て

将
来
に
夢
と
希
望
が
も
て
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

飯
南
町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

重点的に取り組む3つの政策

就
任
の
あ
い
さ
つ

飯
南
町
長 

塚
原 

隆
昭

　基幹産業の農業では、なりわいとなる農
業を目指し、水稲から水田園芸への転換、飯
南米のブランド化、農作業の省力化・労働力
を集積する組織の育成を進めます。
　商工業では、事業承継や後継者育成が課
題となっており、「特定地域づくり事業共同
組合」制度（町独自の人材派遣会社）も活用
しながら、人材の確保・育成に努めます。
　また、ＵＩターンする若者が就きたい職
業の創出、そのための企業誘致も視野に入
れて進めます。

3 産業振興（農林業・商工業）

　町民の安心安全な暮らしの確保や、福祉
施設の運営に欠かせないのが飯南病院の
存在です。院長のリーダーシップのもと、町
民から信頼されている飯南病院を核として、
地域医療・福祉の充実・地域包括医療ケアを
推進します。
　また、医療や介護福祉施設の人材確保に
取り組み、今後必要となるサービスの種類・
量などを勘案した施設計画を樹立します。

2 地域医療福祉の充実

　子どもは町の宝です。子どもの声が聞こえ
るまちづくりを目指します。
　これまで出産祝金や子育て応援金、保育
料完全無償化、中学生までの医療費の無償
化などに取り組んでいますが、これらの充実
した制度が十分に伝わっていないのも事実
です。さらなるＰＲと、踏み込んだ対策が必
要と考え、要望の多い小さいお子さんが遊
べる公園の整備などを行い、「子育てするな
ら飯南町」という町にしていきます。
　また、本町の教育機関の頂点でもある「飯
南高校」の存続、魅力ある高校として何とし
ても守っていきます。

1 子どもの声が聞こえるまちづくり（少子化対策）



1 「長年のつながりと郷土愛の賜物」と話す吉川英雄会長（中央）　2 「地域の人の支えがあって、ここまで続けてこられました」と本間直子さん　3 生き生きサロ
ン「和やか会」　4 女性のための健康学習会。味噌汁の塩分濃度も測定　5 男性のための料理教室。厚焼き玉子づくりに挑戦　6 暑かった草刈り　7 防災訓練。
ハザードマップで危険な箇所を確認　8 雨の日にウオーキングで異世代交流　9 頓原小学校児童の田植え体験　10 首都大学東京名誉教授を招いて講演を開
催　11 さぁ、踊ろうか　12 踊って、笑って　13 健康祭り20回を祝うパフォーマンス　14 みんなでおいしいごはん　
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映
え
あ
る
保
健
文
化
賞
。

時
代
ご
と
の
課
題
に
継
続
的

に
取
り
組
む
人
た
ち
へ

　
戦
後
間
も
な
い
昭
和
25
年
、
日

本
の
保
健
衛
生
向
上
の
た
め
に

「
保
健
文
化
賞
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
は
結
核
や
栄
養
不
足
な

ど
、
社
会
的
に
喫
緊
の
課
題
に
取

り
組
む
個
人
・団
体
を
表
彰
。

　
近
年
は
、
生
活
習
慣
病
対
策
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
福
祉
、

海
外
医
療
や
疾
病
対
策
な
ど
、
そ

の
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
、

継
続
的
に
取
り
組
む
個
人
・
団
体

に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
か
ら

地
域
づ
く
り
へ

　
健
康
で
安
心
し
て
住
め
る
花
栗

振
興
会
の
起
源
は
平
成
２
年
。
旧

頓
原
町
の
「
健
康
な
地
域
づ
く
り
」

の
重
点
地
区
と
し
て
の
取
り
組
み

が
発
端
で
す
。

　
当
時
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行

政
主
導
の
取
り
組
み
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
、
「
花
栗
健
康
づ
く
り
の
会

」
の
発
足
｟
平
成
４
年
｠
を
機
に
、
住
民

主
体
の
取
り
組
み
に
。
そ
こ
か
ら

「
健
康
づ
く
り
」
を
柱
に
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
取
り
組
み
の
テ
ー
マ
は
、
「
食
生

活
の
改
善
」
「
食
育
」
「
運
動
」
に
始

ま
り
、
「
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」

「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
」
「
農

地
の
保
全
・
活
用
」
「
地
域
活
性
化

」
へ
と
拡
大
。
「
今
は
、
地
域
で
の
生

活
の
こ
と
す
べ
て
を
ひ
っ
く
る
め

て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
事
務
局
の
本
間
直
子
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

小
さ
く
楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ
と

　
当
時
、
保
健
師
と
し
て
「
健
康
づ

く
り
」
に
日
々
向
き
合
っ
て
い
た
本

間
さ
ん
。
そ
ん
な
中
で
始
ま
っ
た

花
栗
の
取
り
組
み
に
、
期
待
と
不

安
を
募
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

本
間
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
を
こ
う

振
り
返
り
ま
す
。

　
「健
康
で
い
る
こ
と
は
目
的
で
は

な
く
、
よ
り
良
い
人
生
を
送
る
た

め
の
手
段
で
す
。
な
の
で
、
華
や
か

な
行
事
で
盛
り
上
げ
る
と
い
う
よ

り
、
小
さ
く
て
も
楽
し
い
行
事
を
コ

ツ
コ
ツ
と
続
け
て
き
た
と
い
う
印

象
で
す
。
そ
の
一
つ
が
、
花
栗
健
康

ま
つ
り
。
こ
れ
ま
で
に
23
回
開
催
し

て
い
て
、
今
で
は
花
栗
の
財
産
で

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と
楽
し
み

な
が
ら
、
新
し
い
花
栗
を
み
ん
な

で
作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
町
内
外
の
地
域
と
交
流
し
、
学

び
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
」

頓原花栗地区の全世帯が加入する「健康で安心して住める花栗振興会」。

約30年にわたり、行政に頼らない健康で安心して暮らせる地域づくりを

計画・実践してきました。この度、その業績が認められ、第一生命（株）が

主催する「第72回保健文化賞」の受賞者に選ばれました。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で

花栗振興会が保健文化賞に輝く
健康で安心して住める



初めてのスノーシューにてこずる子どもたち

常識にとらわれず、アイデアに磨きをかけました 平成28年11月23日（いいふみの日）に設置された優便ポストつき立てのお餅をぜんざいにしていただきました

泣いて喜ばせたい
人は誰？

手紙は未開封のままやぐらに納められます

代表取締役社長 山
路則幸さん（右）

金賞の戸谷朱里さ
ん（頓原小）

金賞の小野那佑太さん（赤名小）

金賞　頓原小4年 戸谷朱里さん　保護者名 戸谷ひとみさん

金賞　赤名小3年 小野那佑太さん 保護者名 小野大輔さん

銀賞　頓原小3年 白石結人さん 5年 白石湊真さん 保護者名 白石陽子さん

銀賞　志々小6年 片岡丈二さん　保護者名 片岡みゆきさん

銀賞　赤名小6年 倉橋瑞季さん　保護者名 倉橋直之さん

銀賞　来島小6年 宇治田愛夢さん　保護者名 宇治田加代子さん

銅賞　頓原小6年 原　菜月さん　保護者名 原　美佳さん

銅賞　頓原小6年 原田彩花さん　保護者名 原田まゆみさん 原田怜奈さん

銅賞　志々小3年 黒田格以さん 6年 黒田若佐さん 保護者名 黒田加奈さん

銅賞　志々小6年 石田桃華さん　保護者名 石田和歌子さん 石田彩夏さん

銅賞　赤名小4年 三島希美さん　保護者名 三島千春さん

銅賞　赤名小4年 三上　麗さん　保護者名 三上恭子さん

銅賞　赤名小5年 難波優心さん　保護者名 難波　結さん

見つけたよ　あなたのいいとこ　すきなとこ

つたわるよ　えがおのきもち　マスクでも

高めあい　つくっていこうよ　明るい町を

きずつけず　コロナに負けず　支え合う

ささってる　釘より痛い　その言葉

色とりどり　いろんな個性が　あふれるよ

認め合う　ひとりひとりの　いいところ

僕達が　コロナ差別の　とっこう薬

コロナでも　密でもいいんだ　みんなの気持ち

受け入れよう　考えのちがい　見た目のちがい

手をつなごう　ひとりぼっちを　なくすため

カッコイイ　やりかえさない　そのしせい

つなげよう　コロナから教えてもらった　おもいやり

　
谷
公
民
館
の
と
ん
ど
行
事
に
併
せ
、
谷

笑
楽
校
の
優
便
ポ
ス
ト
に
届
い
た
手
紙
の

お
焚
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
便
ポ
ス
ト
に
届
く
の
は
、
会
え
な
く

な
っ
た
人
た
ち
に
伝
え
そ
び
れ
た
言
葉
や

想
い
を
つ
づ
っ
た
手
紙
。
１
年
間
に
全
国

か
ら
届
い
た
82
通
の
手
紙
が
、
正
月
飾
り

の
し
め
縄
や
書
初
め
と
共
に
焚
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ス
ノ
ー
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る

除
雪
機
の
安
全
講
習
や
餅
つ
き
が
あ

り
、
約
60
人
が
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

82
通
が
天
高
く

優
便
ポ
ス
ト
に
届
い
た
手
紙
の
お
焚
き
上
げ
1/17
日

1/31
日

　
雪
の
積
も
る
赤
名
山
村
広
場
で
、
赤
名

小
学
校
の
親
子
と
出
雲
市
伊
野
地
域
の

人
た
ち
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
伊
野
か
ら
は
23
人
が
訪
れ
、
雪
上
を

歩
く
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
や
雪
合
戦
、
そ

り
遊
び
、
か
ま
く
ら
づ
く
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
夏
に
は
伊
野
の
海
、
冬
に
は
飯
南
の
雪

を
楽
し
む
交
流
事
業
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
。
赤
名
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
他
地

域
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
名
・
伊
野
交
流
事
業

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体
験
と
雪
あ
そ
び

　
「
安
全
で
お
い
し
い
」
を
兼
ね
備
え
た
産

品
の
生
産
者
・
生
産
方
法
を
島
根
県
知
事

が
認
証
す
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
制
度
「
美
味
し

ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」
を
、
ダ
イ
セ
ン
ア
グ
リ

｟
株
｠
が
取
得
し
ま
し
た
。
品
目
は
し
ょ
う

が
｟
由
来
の
大
し
ょ
う
が
｠
。

　
代
表
の
山
路
さ
ん
は
「
よ
う
や
く
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
農
業
に
も
分
析
、
反
省
、
改
善
が
必

要
で
、
そ
れ
に
は
作
業
の
体
系
化
が
不
可

欠
で
す
。
基
準
に
従
い
、
効
率
的
か
つ
安

全
な
農
業
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

ダ
イ
セ
ン
ア
グ
リ（
株
）

「
美
味
し
ま
ね
ゴ
ー
ル
ド
」認
証

2/7
日

　
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
第
３
期
「
共

創
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
『
ヒ
ト
カ
ラ

~

h
i
t
o
c
o
l
o
r~

イ
イ
ナ
ン
』
」

｟
全
５
回
の
人
材
育
成
講
座
｠
。
そ
の
集
大
成
と

し
て
、
参
加
者
が
飯
南
町
で
実
現
し
た
い

ア
イ
デ
ア
を
創
り
上
げ
る
最
終
回
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

●
生
ま
れ
た
４
つ
の
ア
イ
デ
ア

①
廃
校
に
若
者
が
集
ま
り
、
修
学
旅
行

や
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
を
企
画
し

楽
し
む
「R
E
;
S
c
h
o
o
l
」

②
自
然
豊
か
な
場
所
で
、
サ
ウ
ナ
や
ヨ
ガ

な
ど
を
満
喫
す
る
「フ
ェ
ア
リ
ー
タ
ウ
ン
」

③
大
好
き
な
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
作
っ
て

食
べ
な
が
ら
、
女
子
ト
ー
ク
を
楽
し
む

「S
p
i
c
e 

C
u
r
r
y 

C
l
u
b
」

④
挽
き
立
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
日
頃
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
相
談
で
き
る
場

所
を
つ
く
る
「T
H
E 

P
O
S
T
」

　
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
の
後
、
試
作
品
を
作

る
日
を
決
め
る
な
ど
、
小
さ
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

小
さ
な
一
歩
が
未
来
を
つ
く
る

ヒ
ト
カ
ラ
コ
コ
カ
ラ
会
議

　
飯
南
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
町
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
教
育
・
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
「
家

族
で
つ
く
る
人
権
標
語
」
を
募
集
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
24
年
度
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
１
７
４
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
審
査
会
で
特
に
優

秀
と
さ
れ
た
13
点
を
表
彰
し
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
13
点
を
広
報
誌
に
1
点
ず
つ
掲

載
し
、
人
権
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る

家
族
で
作
る
人
権
標
語
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３者協定は全国初

役場本庁舎を後にする山碕町長

切磋琢磨 隷書体の雰囲気をまとう行書体 40.5×162.5cm出逢い 2021 油絵 キャンバス 72.7×91cm

道の駅赤来高原で購入できます

改
正
前

改
正
後

障害基礎年金等の全体額が
児童扶養手当の額を上回る
ため、手当全額が支給停止

子の加算部分と同額分は支給停止

全額
支給停止

差額を
支給

障害基礎年金等 児童扶養手当＞

本体部分

子の加算部分

比較
調整

障害基礎年金等 児童扶養手当

差額を支給

＜

本体部分

子の加算部分

比較
調整

民
年
金
保
険
料 

学
生
納
付
特
例

国
　

令
和
２
年
度
に
、
学
生
納
付
特
例
制

度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て

い
て
、
令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
学
生
に
、
基
礎
年
金
番
号
等
が
印

字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
「
学
生
納
付
特

例
申
請
書
」
が
３
月
末
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

　
同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、

そ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
返

送
す
る
こ
と
で
、
令
和
３
年
度
の
申
請
が

で
き
ま
す
。
｟
在
学
証
明
書
、
学
生
証
の
写
し
は

不
要
｠

　

こ
の
納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

令
和
３
年
度
の
保
険
料
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
出
雲
年
金
事
務
所　

電
話
０
８
５
３
・２
４
・０
０
４
５

害
年
金
受
給
家
庭
の

児
童
扶
養
手
当
受
給

要
件
が
変
わ
り
ま
し
た

障
　

次
の
要
件
を
満
た
す
ひ
と
り
親
家
庭

の
人
は
、
令
和
３
年
３
月
分
か
ら
児
童
扶

養
手
当
｟
図
の
差
額
部
分
｠
を
受
給
で
き
ま

す
。

●
要
件

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
年
金
の

子
の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
｟令

和
３
年
３
月
１
日
時
点
｠

●
申
請
期
限

　
令
和
３
年
６
月
30
日
｟木
｠

■
問
合
せ

福
祉
事
務
所　

電
話
７
２
・１
７
７
３

携
協
定
を
締
結

連
　
江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社
と
道
の
駅
赤

来
高
原
、
飯
南
町
と
の
間
で
「
相
互
協

力
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。

　

乳
幼
児
世
帯
の
子
育
て
環
境
の
向
上

と
災
害
時
の
食
糧
確
保
を
目
的
と
し
、
道

の
駅
赤
来
高
原
に
は
、
乳
児
用
液
体
ミ
ル

ク
の
ほ
か
、
災
害
時
長
期
保
存
食
と
し
て

ビ
ス
コ
保
存
缶
や
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
が
常

備
さ
れ
ま
す
。

　

木
村
駅
長
｟
道
の
駅
赤
来
高
原
｠
は
「
ま
ず

は
商
品
へ
の
理
解
と
防
災
へ
の
意
識
を
着

実
に
広
げ
て
い
き
た
い
。
『
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
※
』
が
飯
南
町
で
当
た
り
前
に
な

れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

※
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
…
日
常
生
活
で

消
費
し
な
が
ら
備
蓄
す
る
方
法
。
消
費
し

た
分
は
買
い
足
し
、
常
に
一
定
の
食
糧
を

確
保
し
て
お
く
。

碕
町
長
が
退
任

山
　

１
月
29
日
付
で
、
山
碕
英
樹
町
長
が

任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
1
月
の
就
任
以
来
、
４
期

16
年
に
わ
た
り
「
小
さ
な
ま
ち
か
ら
の
生

命
地
域
宣
言
」
を
基
本
理
念
と
し
た
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
飯
南
町
」
の
実
現
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
中
に
島
根
県
町
村
会
会

長
、
島
根
県
過
疎
地
域
対
策
協
議
会
会

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
国
へ
の
要
望
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
は
、
「
今
後
も
町
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
、
誰
も
が
住
み
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

道
作
品「
切
磋
琢
磨
」

来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
に
寄
贈

書
　
書
道
家
の
本
間
美
智
子
さ
ん
｟
花
栗
｠
が

来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
に
作
品
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
｟１
階
「交
流
ス
ペ
ー
ス
」に
展
示
｠
。

　
本
間
さ
ん
は
「
『
何
か
こ
こ
に
あ
れ
ば
い

い
よ
ね
』
と
い
う
話
か
ら
寄
贈
に
至
り
ま

し
た
。
来
島
交
流
セ
ン
タ
ー
は
『
教
育
・
文

化
の
拠
点
』
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
『
切
磋

琢
磨
』
と
い
う
言
葉
を
選
び
、
心
を
込
め

て
書
き
ま
し
た
。
気
軽
に
見
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

業
者
年
金
加
入
者
募
集

農　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
の
老
後
の

生
活
の
安
定
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
農
業

者
だ
け
が
加
入
で
き
る
、
積
立
方
式
の

「農
業
者
の
た
め
の
年
金
」で
す
。

●
加
入
要
件

・年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

・国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

・６０
歳
未
満
の
人

　
農
業
経
営
者
を
は
じ
め
、
自
分
名
義

の
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
や
、

配
偶
者
、
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事

者
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

農
業
委
員
会
事
務
局　

電
話
７
６
・２
２
１
４

江
崎
グ
リ
コ・
道
の
駅
赤
来
高
原
・
飯
南
町

画
作
品「
出
逢
い
」

役
場
本
庁
舎
に
寄
贈

絵
　
山
碕
英
樹
さ
ん
｟
小
田
｠
が
役
場
本
庁
舎

に
絵
画
作
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
｟
１
階

「町
民
サ
ロ
ン
」に
展
示
｠
。

　
寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
油
絵
画
家
の
八
嶋

洋
平
さ
ん
｟
野
萱
｠
の
作
品
。
亀
を
背
負
っ

た
男
の
子
と
、
鶴
を
頭
に
乗
せ
た
女
の
子

が
海
辺
で
出
逢
う
情
景
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

八
嶋
さ
ん
は
「
縁
起
物
の
亀
と
鶴
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
人
形
を
モ
チ
ー
フ
に
、
出
逢
い

に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
新
た
な
希
望
や
夢
を

思
い
な
が
ら
制
作
し
ま
し
た
。
自
分
の
作

品
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
機

会
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
『
縁
』
を
大
切
に
し
な
が
ら
絵
を

描
き
続
け
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

1/14
木
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雪上の足跡（長さ約17cm）

春のクマ糞（直径3～4cm）

こんなとき自分だったらどう行動するかを疑似体験仮設便器の周りを専用テントで覆えば完成

緊急時に必要な道具が大集合

飯南病院 医員
吉村美咲 

　母子健康手帳は、赤ちゃんと家族をつなぐ大切な手帳です。
妊娠したら必ず交付手続きをしましょう。

　安心して出産・子育てが迎えられる
よう、妊娠生活の過ごし方や、妊娠
中の食事のことなど、ゆっくりお話を
伺います。妊婦健康診査・乳児健康
診査等の受診票もお渡しします。時
間に余裕を持ってお越しください（お
おむね３０分程度）。

助産師さんとお話しできます
　毎週木曜日、保健福祉センターに
助産師が常駐しています（曜日変更
の場合あり）。妊娠・出産・子育ての
相談など、気軽にお声がけください。

母子健康手帳を受け取る
には予約が必要です

日にち
毎週木曜日
保健師、助産師、栄養士の専門スタッフが対応します。
※木曜日に都合がつかない方は、ご相談ください。

連絡先 72-1770（保健師）
※必ず事前連絡をお願いします。

場　所 飯南町保健福祉センター
（保健福祉課）

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

「
け
ん
し
ん
」の
こ
と

ご
存
知
で
す
か

　
今
回
は「
け
ん
し
ん
」の
こ
と
を
お
話

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は「
健
診
」

と「
検
診
」の
違
い
は
ご
存
知
で
す
か
。

　

健
診
は「
健
康
診
断
」の
略
で
、健
康

か
ど
う
か
を
調
べ
て
、病
気
に
な
る
前
に

健
康
状
態
を
評
価
し
、病
気
の
発
生
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。血
圧

が
高
く
な
い
か
、肥
満
で
は
な
い
か
、血

糖
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
大
丈
夫
か
、

な
ど
と
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
い
き
ま

す
。健
診
に
は
40
〜
74
歳
が
対
象
の
特

定
健
診
や
、75
歳
以
上
が
対
象
の
後
期

高
齢
者
健
康
診
査
、職
場
の
健
診
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
一方
、検
診
は
が
ん
検
診
の
よ
う
に
特

定
の
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。一生
の
う
ち
で「
二
人
に一人

が
が
ん
に
な
る
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
が
推
奨
す
る
が
ん
検
診
は
、胃
が
ん
、

大
腸
が
ん
、肺
が
ん
、子
宮
が
ん
、乳
が

ん
が
あ
り
ま
す
。い
ず
れ
も
早
期
発
見

が
大
切
で
、症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い

で
す
。が
ん
も
早
期
で
見
つ
か
る
の
と
、

進
行
し
て
か
ら
見
つ
か
る
の
と
で
は
治

療
が
異
な
り
ま
す
。症
状
が
な
い
か
ら

と
い
っ
て
油
断
を
せ
ず
に
、定
期
的
に
が

ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

　
「
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら『
健
診
』

は
受
け
な
く
て
大
丈
夫
」と
い
う
人
は
、

生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
に
も
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た「『
健
診
』を

受
け
て
い
る
か
ら
、病
院
に
か
か
っ
て
い

る
か
ら
と『
検
診
』を
受
け
な
く
て
い

い
」と
い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。で
も
、健
診
や
普
段
の
通
院
で
見
て

い
る
病
気
と
、「
が
ん
検
診
」で
見
つ
け
る

病
気
は
異
な
り
ま
す
。普
段
の
診
療
で

す
べ
て
の
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と
は
困

難
で
す
。「
病
院
で
定
期
的
に
見
て
も

ら
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」と
安
心
せ

ず
、が
ん
検
診
も
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、健
診
や
検
診
、受
診
を

控
え
て
い
る
人
が
増
え
、病
気
の
早
期

発
見
や
診
断
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。米
国
の
デ
ー
タ
で
は
、最
初
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
大
流
行

し
た
３
〜
４
月
に
が
ん
の
診
断
数
が
減

り
、乳
が
ん
や
大
腸
が
ん
で
は
診
断
数

が
半
分
近
く
に
低
下
し
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。が
ん
の
発
生
は
体
内
で
常
に
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で「
減
少
数
＝
見

つ
か
ら
ず
に
放
置
さ
れ
た
数
」と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で
は
あ
り

ま
す
が
、健
康
を
守
る
た
め
に
も
健
診

や
検
診
を
し
っ
か
り
受
け
、異
常
を
指
摘

さ
れ
れ
ば
病
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　一向に収束の兆しが見えない新型
コロナウイルスの感染拡大。そんな中、
集落支援員としてできることをやって
みようと10月には公民館まつりで防災
展示、12月には頓原地域の自治区長
を中心に少人数で防災研修会を開催
しました。
　公民館まつりでは、公民館前の広場
で非常用トイレや非常用コンロ等の防
災設備を組み立てて展示し、防災食の
試食会もやってみました。防災研修会で

は、東良太主任研究員（中山間地域研究セ
ンター）を講師に迎え、「地域づくり×防
災」というテーマでお話しいただきまし
た。簡単なワークショップでは「実際に
災害にあった時に、自分だったらどう行
動するのか」を考えました。

　いつ起きるか分からないのが災害。
地域防災の意識を高めるためにも、常
日頃から防災のことを考える機会を作っ
ていくことが最初の一歩なのではと考え
ています。

　新型コロナウイルスが落ち着けば、頓
原地域にお住まいの皆さんを対象に講
演会等を開催予定です。ぜひご参加く
ださい。

頓原地域の集落支援員の
那須です！ 住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

ツキノワグマとの遭遇に
注意しましょう

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　昨年はツキノワグマが人里に多く出
没しました。県下で350頭ものツキノ
ワグマが捕獲され、そのうち飯南町で
は28頭が捕獲されました。放置された
柿の実を求めて出没することが多かっ
たため、不要な柿の木の伐採や柿もぎ
が必要です。また、町外で人身事故が
発生しましたが、クマが活発に行動す
る薄暗くなった夕方に山林に入ったこ
とが要因でした。

　これから春になると、クマはブナ・ナ
ラ類の新芽やフキなどを食べ始めま
す。山菜採取で山に入る際は、クマに
出会わないようにクマ鈴やラジオなど
を身に付け、2人以上で行動しましょ
う。山菜はクマの好物でもあるので、
足跡や糞などを見つけたら引き返しま
しょう。もしもクマに出会ってしまった
時は、クマ撃退スプレーが効果的で
す。

春が来たら
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飯南町無料職業紹介所   電話76-2864
（役場地域振興課内）

求 人

情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

（株）いいなん　72-1080

バイオマス製造機の製造農作物栽培作業
普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

1人パート

（株）シルバーサポートジャパン　0942-27-8778

出張理美容サービス
　福祉理容師・福祉美容師
(奥出雲町・飯南町・川本町・美郷町)
理容師・美容師

2人フル

2人パート

（株）藤原建設　72-0154

土木施工管理者
69歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

土木作業員、重機オペレーター
45歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

※表示のない市外局番は「0854」です

ヤンマーアグリジャパン（株）中四国支社 赤来支店　086-428-5151

営業職（飯石郡）
40歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可)

1人フル

飯南町立飯南病院　72-0221

看護師　
看護師資格、普通自動車運転免許

2人フル

田村工業（有）　76-3511

土木作業員、重機オペレーター
44歳以下、高卒以上、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

(株)安部　56-0422

土木作業員(国道54号、尾道松江線の頓原、吉田方面)
69歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

(株)穀物創庫　72-1995

菓子・惣菜製造および配達
普通自動車運転免許

2人パート

(株)ファーム木精　72-1999

農作物栽培管理者
普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

松田建設(株)　76-2361

土木技術職員
64歳以下、高卒以上、普通自動車運転免許
（ＡＴ限定不可）、土木施工管理経験者

1人フル

(株)ニチフレ島根　73-0131

製造工
59歳以下

2人フル

(株)なつかしの森（ラムネＭＩＬＫ堂）　72-1720

会計事務員
パソコン基本操作、店舗、製造補助

1人パート

(株)コンビニエンス飯南（ローソンポプラ飯南赤名店）　76-9290

店員（朝勤5：00～13：00） 1人パート

日本道路興運(株)　082-263-8961

公用車の運転及び清掃等（松江国道事務所 頓原維持出張所）
普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

（特非）晴雲の里　72-0681

福祉施設支援員
40歳以下、精神保健福祉士または公認心理師

1人フル

（有）直方メディカルサービス　0949-23-3412

薬剤師（こぶし薬局）
64歳以下、薬剤師

1人フル

エムズ環境　72-1212

配管工
経験不問・普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

3人フル

森のホテル　もりのす　76-3119

料理仕込み 若干名パート

若干名パート

若干名パート

若干名パート

キャンプ場の管理・清掃

清掃・ベットメイク

宿直

３月中旬～11月
の勤務です
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●
幹
部
候
補
生（
陸
上・海
上・航
空
）

【
応
募
資
格
】

　

日
本
国
籍
を
有
し
、22
歳
以
上
26
歳

未
満
の
人（
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
）

【
応
募
期
間
】

　
令
和
３
年
３
月
１
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
４
月
28
日（
水
）

【
試
験
期
日
】

　
令
和
３
年
５
月
８
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
　
９
日（
日
）

　
※
９
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の
み

【
試
験
会
場
】

　
受
付
時
に
お
知
ら
せ

【
試
験
種
目
】筆
記
試
験

●
一
般
曹
候
補
生

【
応
募
資
格
】

　

日
本
国
籍
を
有
し
、18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
人（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

【
応
募
期
間
】

　
令
和
３
年
３
月
１
日（
月
）〜

　
　
　
　
　
５
月
11
日（
火
）

【
試
験
期
日
】

　
令
和
３
年
５
月
22
日（
土
）〜

　
　
　
　
　
　
　
23
日（
日
）

【
試
験
会
場
】受
付
時
に
お
知
ら
せ

【
試
験
種
目
】筆
記
試
験
と
適
性
検
査

■
問
合
せ

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部　

電
話
０
８
５
２・２
１・０
０
１
５

自
衛
官
募
集

　　
総
務
省
で
は
、
毎
年
「
統
計
の
日
」
の

ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
広
報
媒
体

に
活
用
す
る
た
め
の
標
語
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
募
集
期
間

　
令
和
３
年
３
月
31
日
｟水
｠ま
で

●
募
集
部
門

　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、
高
校
生

の
部
、
一
般
の
部
｟
小
中
高
生
以
外
の
学
生
と

一
般
の
人
｠
、
統
計
調
査
員
の
部

●
応
募
方
法

　
次
の
記
載
事
項
を
記
入
し
、
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

①
部
門
、
②
お
住
ま
い
の
都
道
府
県
名
、

③
氏
名
｟
ふ
り
が
な
｠
、
④
所
属
・
学
校
名
｟
学

年
｠
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
標
語
｟
１
人
５
作
品

ま
で
｠

※
④
…
一
般
の
部
は
記
入
不
要
、
統
計

調
査
員
の
部
は
「
飯
南
町
統
計
調
査
員
」

等
と
記
入

「
統
計
の
日
」の
標
語
を
募
集

●
対
象
　
ど
な
た
で
も

●
日
時

　
令
和
３
年
４
月
３
日
～
６
月
19
日
の

第
１
・
３
・
５
土
曜
日
13
時
15
分
～
16
時

30
分
｟全
15
回
｠

●
会
場

　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

　
｟松
江
市
東
津
田
町
１
４
７
１-

３
｠

●
費
用

　
全
講
座
:１
万
円
、

　
希
望
す
る
講
座
の
み
:千
円
｟１
回
｠

●
申
込
み

　
令
和
3
年
３
月
20
日
｟土
｠ま
で

※

公
開
講
座
を
10
回
以
上
出
席
し
た
人

は
、
令
和
３
年
７
月
以
降
に
開
催
の
「
相

談
員
養
成
講
座
」
に
参
加
で
き
ま
す
｟
面
接

あ
り
｠
。

■
講
座
の
内
容
｟Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
｠

■
問
合
せ

島
根
い
の
ち
の
電
話
事
務
局　

電
話
０
８
５
２
・３
２
・５
９
８
５

電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

公
開
講
座
受
講
者
募
集

　
同
一
企
業
で
勤
務
す
る
正
社
員
と
短

時
間
労
働
者
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
の

間
で
、
基
本
給
や
賞
与
な
ど
あ
ら
ゆ
る
待

遇
に
お
け
る
不
合
理
な
待
遇
差
を
設
け

る
こ
と
な
ど
を
禁
止
し
た
「
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
が
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
中
小
企
業
に
適
用
さ
れ

ま
す
｟
中
小
企
業
以
外
は
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
｠
。

　
法
律
の
詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
パ
ー
ト
・有
期
労
働
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
｟Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
｠

■
問
合
せ

島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・均
等
室　

電
話
０
８
５
２
・３
１
・１
１
６
１

令
和
３
年
４
月
か
ら
中
小

企
業
に
適
用
「パ
ー
ト
タ
イ

ム
・有
期
雇
用
労
働
法
」

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料

　

月
７
０
０
円
｟税
・送
料
込
｠

■
問
合
せ

農
業
委
員
会　

７
６
・２
２
１
４

農
と
暮
ら
し
に
役
立
つ

農
業
専
門
紙
「全
国
農
業
新
聞
」

島
根
い
の
ち
の
電
話

応募用紙の
ダウンロード
はこちらから



生徒と一緒に飯南町でやりたいことを考えます

生命地域ラボの一コマ

【スノーシューレンタル】
大人用：2,000円
子供用：1,000円
※ポール付き
■問合せ
　飯南町観光協会76-9050

動物たちの痕跡“アニマルトラック”を発見！

　

飯
南
町
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー
が
始
ま
っ

た
の
は
平
成
19
年
の
こ
と
。そ
の
年
の

イ
ベ
ン
ト
で
、参
加
者
が
こ
の
場
所
で
感

じ
た
こ
と
を
、木
の
看
板
に
残
し
た
よ

う
で
す
。

　
「
し
ぜ
ん
大
好
」の
文
字
が
彫
ら
れ

た
看
板
は
、10
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
、

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
通
る
人
た
ち

を
そ
っ
と
見
守
って
い
ま
し
た
。

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

差別はね
　　してもされても
　　　　　　やな気持ち

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。

（
町　
区
）

（
町　
区
）

（
川　
西
）

（
野　
萱
）

（
川　
東
）

（
小　
田
）

（
都
加
賀
）

（
真　
木
）

（
小　
田
）

お
名
前

親
族

地
区

（94）（59）（90）（89））（94））（96））（70））（93））（86）） 　
茂

一　
美

裕　
臣

健　
二

勝　
久

建　
夫

ヨ
シ
エ

克　
幸

博　
司

景
山 　
豊
子 

様

加
藤 　
好
重 

様

那
須 　
久
信 

様

菅
原 

喜
代
子 

様

山
本 　
幸
枝 

様

田
邉 

シ
ノ
ブ 

様

景
山 　
林
造 

様

　
井 

滿
須
子 

様

門
江 　
良
子 

様

　
　
　
　
　
　 

1
月
届
出
分

大
塚　

 　
陸
翔 

ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　 

1
月
届
出
分

雄　
嗣（
真　
木
）

新
生
児

届
出
人

地
区

り
く
と

安
部　
徳
則

石
川　
　
隆

岡
田　
繁
富

景
山　
　
稔

景
山　
牧
栄

片
岡　
千
鳥

塩
田
美
代
子

千
葉
ト
ミ
ヱ

藤
原　
　
正

本
間　
啓
美

三
上　
朋
子

山
本　
正
敏

短
　
歌
　
　
頓
原
公
民
館
短
歌
教
室  

一
月
詠
草

年
の
瀬
の
慌
し
い
日
が
暮
れ
て
ゆ
く
コロ
ナ
ウ
ィル
ス
が
収
ま
ら
ぬ
ま
ま

腹
立
た
し
忘
年
会
ま
で
禁
止
さ
れ
コロ
ナ
禍
の
な
か
今
年
は
暮
れ
る

戸
惑
い
の
我
の
心
を
癒
す
ご
と
姿
た
く
ま
し
琴
弾
山
は

採
り
た
て
の
白
菜
茹
で
し
味
わ
い
は
何
よ
り
優
る
自
然
の
恵
み

寒
の
朝
人
の
足
音
ザ
ク
ザ
ク
と
午
前
五
時
半
新
聞
届
く

初
雪
の
討
ち
入
り
の
今
日
降
り
出
す
を
告
げ
て
供
え
る
夫
への
煎
茶

イ
ケ
メ
ン
に
肩
を
抱
か
れ
し
夢
を
見
る
ラ
ス
ト
は
美
女
と
霧
の
彼
方
へ

た
ま
り
漬
け
の
レ
シ
ピ
細
細
書
き
お
い
て
惣
菜
を
も
ち
娘
は
帰
り
急
ぐ

名
も
知
ら
ぬ
冬
北
天
の
さ
む
星
汝
ま
た
た
け
ば
わ
れ
も
ま
た
た
く

好
物
の
柚
子
を
煮
て
い
た
母
偲
び
香
り
あ
ふ
る
る
柚
子
の
種
出
す

歩
み
と
め
局
の
門
松
見
上
げ
つつコロ
ナ
終
息
思
い
を
託
す

スマ
ホ
か
ら
元
気
に
遊
ぶ
動
画
見
て
可
愛
さ
倍
増
ひ
孫
の
成
長

こ
ま
ご
ま

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」の
活
動
を
紹
介
。今
月

は
、
飯
南
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
渡
邊
彩
子
さ
ん
の
活
動
報

告
で
す
。

　

昨
年
４
月
に
飯
南
町
へ
や
っ
て
来

て
、も
う
す
ぐ
１
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。最
近
よ
う
や
く
、生
徒
の
顔

と
名
前
が
一
致
し
て
き
ま
し
た
。私
に

話
し
か
け
て
く
れ
る
生
徒
も
い
て
、「
あ

り
が
た
い
な
」と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
主
に「
生
命
地
域
学
」と
い
う

授
業
の
サ
ポ
ー
ト
や「
生
命
地
域
ラ

ボ
」と
い
う
ク
ラ
ブ
活
動
を
運
営
し
て

い
ま
す
。「
生
命
地
域
ラ
ボ
」で
は
、高

校
生
が
地
域
に
出
て
、さ
ま
ざ
ま
な
体

験
活
動
を
し
ま
す
。ヤ
マ
メ
釣
り
や
り

ん
ご
狩
り
、保
育
所
訪
問
な
ど
な
ど
。

楽
し
む
生
徒
の
顔
を
見
て
は
喜
ん
で
い

る
自
分
が
い
ま
す
。私
も
生
徒
と
一
緒

に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。協
力
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん

の
方
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は「
生
徒
が
自
分
た
ち
の
や
り

た
い
こ
と
を
、自
分
た
ち
で
実
現
す
る
」

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
飯
南
町
で
で
き
る
体
験
や
、

地
域
の
方
た
ち
と
の
関
わ
り
を
生
徒

と
一
緒
に
楽
し
み
た
い
で
す
。

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
講
座
開
催

　
２
月
６
日
に
飯
南
町
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ

ド
を
対
象
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。冬
季
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
で
の
散
策
が
メ
イ
ン
。毎
年
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
の
履
き
方
や
冬
の
森
の
楽
し
み
方
な
ど

を
復
習
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
な
ら
歩
け
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
も
ス

イ
ス
イ
進
め
る
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
。真
っ
白
な
雪
に

覆
わ
れ
た
森
の
中
で
、ミ
ツ
マ
タ
の
花
芽
や
、

早
く
も
咲
き
始
め
た
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
の
黄
色

く
可
憐
な
花
を
見
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
は
、発
見
地
で
あ
る
現
在

の
岡
山
県
新
見
市
の
阿
哲
地
方
が
名
前
の
由

来
。枝
に
花
が
咲
き
乱
れ
る
様
子
か
ら「
万
年

豊
作
」↓「
マ
ン
サ
ク
」と
な
っ
て
い
ま
す
。別

名「
タ
ニ
イ
ソ
ギ
」と
も
呼
ば
れ
、初
春
に
他
に

先
ん
じ
て
咲
く
花
で
す
。

　

ち
ょっ
と
早
い
春
の
訪
れ
を
森
に
探
し
に

行
って
み
ま
せ
ん
か
？
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春分の日

収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

まちのスケジュール 2021.3

17日（水）

22日（月）

24日（水）

23日（火）

15日（月）

17日（水）

16日（火）

8日（月）

10日（水）

9日（火）

1日（月）

3日（水）

2日（火）

頓　原

24日（水）赤　来

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
  飯
南
町

小
さ
な
田
舎
か
ら
の「
生
命
地
域
」宣
言

発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-3941  FAX（

0854）76-3943　
http://w

w
w
.iinan.jp/

ま
ち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 16日（火）

23日（火）

9日（火）

12日（金）

19日（金）

　6日（土）

●4,717人（前月比－8人）  ●男性2,218人  ●女性2,499人  ●世帯数2,041戸　R3.2.1 現在

広
報

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

2021.2 N
o.194

令
和
3年
2月
19日

壁掛け雛飾りを作ろう
（中央図書館）
10：00～12：00

各中学校卒業式
ほっと。Cafe

,
（来島保健センター）
（リフレッシュ講座）
10：00～13：00

3歳児健診
（保健福祉センター）

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10:00～11:30

1歳6カ月児健診
（保健福祉センター）

フラワーアレンジ
メント教室
（赤名農村環境改善センター）飯南高校卒業式

固定資産税納期限
国民健康保険料納
期限
後期高齢者医療
保険料納期限

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
10：00～11：30 各小学校卒業式

集落実態調査
成果報告会
（ふれあいホールみせん）
19：00～

さつき保育所、
桜ケ台保育所
育了式

はぴこ無料結婚相談会
（飯南町役場）
18：00～※予約制

赤名保育所、
来島保育所
育了式

国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

絵本の読み聞かせ
（中央図書館）
10：00～11：00
しまね家庭の日
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